
令和6年9月20日からの大雨（能登豪雨）

情報収集：2024/10/04～10/05

報告
輪島市
災害ＶＣ

近畿ブロック府県・指定都市社協

幹事：和歌山県社協 1



見聞したこと❶（R6.10.4～5時点）

◉ 輪島市社協職員の疲労感が強い。
  支援者のケア

（支援者は多くの大切なものを失った被災者であること，生活が継続していること…）

◉ 災害VC運営全般の支援をお願いしたい。
  担当業務

（輪島(V規模100),門前(30),町野(20)の活動調整／配属は輪島市社協のオーダーによる）
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槌谷

全国ブロック

派遣 4

10/０５体制
（ブロック派遣・役割）
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見聞したこと❷（R6.10.4～5時点）

支援課題（検討段階のもの）とお見受けしたこと

◉ニーズ

・300～400件程度とみられる、見守り支援（個別訪問）から拾っている。

・公費解体の家屋も多く、二次避難をされていることからか人が居ない。

・活動内容は片付け、泥出し、清掃、床はがし、床下泥出し。

・技術系Ｖ団体と活動先が重なることもあり、調整会議（10/4）で連携・関係づくりを始めた。

エリアをまるごとＮＰＯに任せることも検討中。

・しばらくは水害対応が続くが、ベースには地震対応（木・金・土）があることを意識して。

◉エリアマッチング

・まだ着手できていない地区も在る。・徒歩（圏内）で活動に向かうボランティアが多い。

・被災エリア近辺に駐車スペースがなく、県ボラバスの横づけも困難。軽トラや送迎用ワゴンな

どは在るが、大人数を送迎するスキームを検討中。
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見聞したこと❸（R6.10.4～5時点）

支援課題（検討段階のもの）とお見受けしたこと

◉災害ＶＣ

・100名～ボランティア（県ボラバス）受け入れ。

10/5（土）：130名～（県ボラバス３台、15～20件のニーズ対応）ボランティアの待機時間や広くないスペースの中でのマッチング（オ

 リエンテーション、グルーピング、活動紹介）に混乱が見受けられた。ここまできて「水害被災」という大人数かつ短期間

で対応する状況は、地元の力を越えてしまっている印象を受けた。

・外部支援者からの「提案」には負担感もある様子。キーパーソンの想いや考え方を近畿ブロッ

クチーム全員で受け止め、地元の「こうでありたい姿」を一緒に描く姿勢を心掛けることが大

切と感じ受けた。

◉一日の動き

 8：00 輪島市社協にて朝のMTG.参加 8：30 VCへ移動、開設準備（テント設営など）

9：00 V受け入れ、活動調整、送り出し  15：00 県バス見送り

16：00 VC片付け  17：00 終わりのMTG.明日の作戦会議 5



見聞したこと❹（R6.10.4～5時点）

その他、周辺環境など

・金沢から輪島地区へは通行止めなし。「のと里山海道」も最終まで通行可能。

但し、工事中の箇所、急カーブや路面凹凸はあり、飛ばしすぎにはご注意を！安全運転で。

・災害ＶＣの近くに仮設住宅あり。（水害・床上浸水）

・埃っぽい（感染症注意）、防塵マスク、ゴーグル、長靴、ヘルメット、雨合羽ほか、

気温の変化に対応できる準備を（雪が降る前に…願って活動を）

・日報作成・引継ぎ：グーグルドライブ上にて共有。作成した日報は、輪島市→日報に格納。

グーグルドライブＵＲＬ

https://drive.google.com/drive/folders/1MhQMoK6gIXrCbmOsCWQU_f7MeDBkBAM9

6

https://drive.google.com/drive/folders/1MhQMoK6gIXrCbmOsCWQU_f7MeDBkBAM9

	スライド 1: 令和6年9月20日からの大雨（能登豪雨）
	スライド 2: 見聞したこと❶（R6.10.4～5時点）
	スライド 3
	スライド 4: 見聞したこと❷（R6.10.4～5時点）
	スライド 5: 見聞したこと❸（R6.10.4～5時点）
	スライド 6: 見聞したこと❹（R6.10.4～5時点）

